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24年新蕗青駿功稚閥

あけましておめでとうございます。今年もよろしくお額いい

年を重ねるごとにお正月らしさを感じにくく詰るよう どもたちiととっ

ては特棋なこととして心iこ残りますね。きっと響擦も、ご告

患景や出来事が記量に残っていることと患います。子ども どのように，つく

ってあげるかということは、大人の仕事かしらと患ったりしてし モヘ
お正月草々に買い物iこ出たときに、ご家族連れの姿も多く見ら したが・・・詮の� 

中で、洋服を晃ているお母さんに五rもたちが� f平く滞ろう fもう~いやだ、'""'-'J と

いっているのを耳にして、昔、私も じように子ども 自うまの買い物在し

ていたな~と思い出しながら、とんなとき子ども 、てはいても、深

く考えてあげるということをしていなかった、 していたのですお。

そんなことを考えながら「もう帰ろう� '""'-'Jといっ もたちに、荘、は心の中で(分

かるわかる、そうだよね・・)と間情なぞをし り

「ラモーナとおかあさんJ(ベパリイ，クリアリー作)としづ児童書(小学校中学年

から)が子どもの心をよくあらわしていると河合俄雄さんの本に出ていたので、読んで

みました。ラモーナは、知りたがり燥でやりたがり臆でとっても生き生きしている女の

子。お母さんと一緒に縫い物がしたかったのに、その思いはお母さんになかなか伝わら

なかったことや、失望なんて軽自しているから、お母会んに言われなくても分かってい

ること、お母さんがラょεーナの小さい頃のことを無漉臓に佑の人に言ってしまったこと、

いたずらをしてしまった原間を分かつてもらえなかったこと、お父さんとお母さんの言

い合いに諌りつくような患いでいたこと…ーーなどラモーナの言葉にならない思いが詰

まっていて、物語の最後には、そんな，患いが蟻発してしまって家出を決意したラモーナ、

でもお母さんはラモ…ナの家出の街浩りを手伝いながら、ラモーナが一番言ってほしか

った言葉を雷ってくれて・との本を読んで、ラモーナのお母さんの素献な姿に二

子育てしていた壊にこんなお母さんでいてあげられたらよかったのに・・と反省させら

れました。一つひとつの事訴に11、さな心を動かして、� E々 藷一審生きている子どもたち

なのですお、子どもの患い者、大人が十分に分かつてあげたなら、解決する問題が多い

のでは牟いかと患うのです。自分の支持ちを表すことがまだ十分で、はない子どもたちで

すから、分かつてあげることはとても難しいことなのですが、私たち大人が、寝台の子

どもの頃の事を思い出したり、また、懇橡方を使って子どもの患いを設し量って、“子

どもが患いを表現するカ丹を支えてしゅ￥なけれiまならないと患いました。� 

24年� 1月の予定


日� H寵 給食 降閲時間 イ'了ー 尊ま� 

l 日� / / 

2月� / / 

3火� / / 
4水/ / 

木� / / (" 

6金� / / 

7土� / / 

8 呂� / / 

9月� / / 

火� × 11:30 始業式です。� 

11 水間12:0。お欝つきの会を行しもまずα 除機時間がいつもと瀧って12時となります。� 

12 木� 2:00給食が鎗まります。� 

13 金� 2:00 

14 土� / / 第2土曜自

日� / / 
16 月� O 2:00 

17 火 。2:00 

18 水× 11:30 誕生会です。� 1月金まれさんの謀議者の方ご一緒にお祝いしましょう。� 

19 木 {。 2:00 

金� O 2:00 

21 土� / /、 大学入試のため、自由登関野はお体みです。� 

22 日� / / 
23 月� O 2:00 

24 火� O 2:00 個人懇談が始まります。

水O 2:00 個人懇談
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